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最近では、1999 年 9 月の不知火海高潮災害、2003 年 7 月の水俣「土石流災害」、2004 年には史上最大
10 個の台風上陸を記録、これに伴う豪雨・強風・高潮・高波による災害、また、同じく 2004 年 10 月の








































2002 年 11 月 29 日に公布・施行され，これを受けて環境省において「有明海・八代海総合調査評価委
員会」が 2003 年 2 月に設置され，「総合的な調査の結果に基づいて有明海および八代海の再生に関わる






明海・八代海再生に関わる情報交換会」を 2003 年 10 月より開始した．次に，この成果をふまえて，沿
岸海域の具体的再生方策およびその方向性（基本概念）等を取りまとめることを目的として，学識者及
び一般住民・漁業代表者で構成する「有明海・八代海干潟等沿岸海域再生検討委員会（委員長：滝川清）」
を 2004 年 8 月に設置し，2 ヵ年度にわたって検討を行うとともに，既存データの収集等の各種調査，










































2006 年 4 月に，(a)「熊本県 洪水浸水想定区域図作成指針 8)」および(b)「熊本県 高潮浸水想定区
域図作成指針 9)」の 2 つの基本指針を定め，さらに，これに基づき市町村での浸水図作成方法を示した．
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 汚染物の流入；漁業生産活動など   
自然的インパクト 
 地球温暖化；高潮；高波 
 台風；洪水流出；潮流変化など  
海域環境問題の深刻化・拡大；顕在化 
自然災害の頻発・巨大化・複合化 
メカニズムの解明 
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